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しか し厳密な専門語やイソグラソ ドの穀物条令 の箇条書
では(intheSchedulesoftheEngiishcornLaws)
穀物(corn)とい うのは穀粒(grain)一般 を包含 して
いる。」cvこれは フエイの言葉 である。 このフエイの言葉
をもっとわか り良 く説 明 してい るのが,.バーンズの言葉




コシの実(maize)を包含 している。 しか しアメ リカで
い う トウモ ロコシ(com)或 いは トウモPコ シの実(m'
aize)と混同 してはいけない。」c2)我々 も以下では穀物
とい って,特 別断わ らない限 り,以上 の意味に穀物 を理
解するものである。
英国では,corn即ち穀物 とは以上のよ うな意味に一
般 に理解されているのであるが,そ の穀物 の生産に まつ
わ る条令又は穀物の価 格に まつわ る条令,つ まり1689年
の4月24日に制定された(3)穀物条令(4,,別言すれば,オ
レソジ公 「William及びMaryの 第1年 法律第12号
『穀物輸出奨励法』,この法律の前書きは次の如 く主 張
している。 『経験 の示す ところによれば,穀 物及び雑穀
の価格が この国において,低 い時にそれを外国に輸出す




この国 の商業に とって有利である』 と。 この法律は,麦
芽 または大麦が1ウ イソチェスター ・クt一 タ ・ーvaつき
24シリソグ,ラ イ麦が32シリング,小 麦が48シリングを
超 えない時は,如 何なる港におい ても,少 な くとも乗組
員3分 の2が イギ リス入であるイギ リス船に よって穀物
を輸 出しようとす る如 何なる人 も,大 麦または麦芽は1
ノ
クオーターにつ き2シ リソグ6ペ ソス,ラ イ麦は1ク ォ
ーターにつき3シ リソ グ6ペ ンス,小 麦は1クt'一ター
に つき5シ リソグを,税 関か ら受取ることを規定 してい
る」1「',。
しか しなが ら,1689年に制 定されたこの有名な穀物奨
励金 も,小 麦,ラ イ麦,大 麦並びに麦芽以外の,余 り重
要でない作物,即 ちカラス麦とか碗豆や豆については何
等 の審 理も行なわれなかったのである。けれ ども立法部
の目的 は,如 上の穀粒の価格の正常な違 いに釣合 う税率
を適合させ ることによって穀物全体に一様 の処理 を指 定
し施行することにあった。それにも拘 わ らず,そ の趣旨
`
も一つの重要な場合 に失敗 しているのであ る。それは カ
ラス麦の場 合である。 しか もスコッ トラソ ドのRoyal
Burghsという地方の如 く,カ ラス麦を「般大 衆が主食
としている ところでは,そ の失敗の影響'は著 しか った("o'
即 ち穀物の輸 出奨励金制 定の意義 も目的 も,当 該地方の
主食が 何に よるかによって,そ の条令の功罪 も異な って
いるρ)であ る。例 えば,/」、麦が 主食である地方 と,大 麦
が,叉 ライ麦が,叉 カラス麦が,主 食であ る地方 によっ
て。一一 しか しその点についてアシュ トソは,「穀物 の中
で最 も重要 なものは小 麦であって,大 抵 のイングラン ド
人の主食 となってお り,大 麦は彼等 の主飲料の原料であ
った。 ライ麦並びにカラス麦は栽培されて貧乏人やその
国の遠隔地方に住 まうすべ ての階層の人 々のパソ或いは
ひき割粉に された,し か しそれ らの主た る用途は牛馬用
の飼料 としてであった。大量の ライ麦はアイルラン ドで
作 られた。 そしてその世紀 の終 り近 く迄,カ ラス麦は普
　
通の年において,国外か ら運 びこまれ る唯一の穀物(cer-
eal)であった《7㌧」 そ してフエイも亦,ア シュ トンとほ
ぼ同様 のことを説いて,イ ン グラン ドの南部地方では馬
だけが食べていたカラス麦も,北 部地方や中部地方,並
びに スコッ トラン ドでは小麦やライ麦 よ りも人々の主食
の大部分 とな っていた。一般に英国(G・B)で は大麦
は ピール製造に用い られ,碗 豆や豆 はスープ用にされ そ
れに使われない時には,黒 人,馬 や 豚 の 食 物 となっ
た《8}。
その ような目的を持 った条令 の制走 ・施行がi7世紀の
英国で何故必要 されたのか ～










































で輸 出促進 の制 度 の保護を受けたことは当然であっ
た{10i。
い うなれば,19世紀 の大体なかば迄維持 され てきたこ
の政策は,一 貫 して農業に対す る伝統的政策,別 言すれ
一26_
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ば,厳 格な農業保護の政策 であった。
そして,こ の穀物輸出奨励金の法令は,1815年迄有効
だった。 しか しその奨励金 も1815年迄の間には何度か中
止され るとい う経験を した ことをつけ加 えておかねばな
るまい。ともあれ,1700年か ら1773年の間に奨励金に支




叉英国が 正常に輸出超過 を持 っていたのは1660年か ら
1765年の間であ った。 しかも輸入税が中止された不作の
年は1741年,1757～9年,1765～8年,1772～3年であ っ
た。実際,53s.4dとい う関税が賦課 される点 と同 じ高
さの価格になったのは,そ れ らの不作の年 と1693～9年
と1709～10年の戦 争の時だけであ った。 しか しなが ら関
税は奨励金 の維持のために必要 とな った。何故な らば,
国内価格が クォーター当 り48s.とい う奨励金授与点以下
になった場合,仮 りに小麦が 自由に輸入されたな ら,小
麦を奨励金 でもって再輸出す るために,小 麦を輸入す る
誘因を持つだろうか らである。実際,そ れが実情であ っ
た時でさえ,時 としてオラソダへの小麦輸出の商人に奨
励金が支払われた。か くして17世紀か ら18世紀におけ る
穀物政策 のダイナ ミックな側面は奨励金であ ったq4)。
この政策 を正当化す るために力説されたことは,即 ち
努力の一切 は国内生産 を奨励すべ くなされるべ きであ り
且つ消費者の利益は生産者を奨励することに よって最上
になされ るべきであるとい うことであった。 とい うのは
元来が その時代の英国は穀物輸出国だったか らである。
輸出過剰か ら輸 入過 剰への変化は入口が急速に増大 し
つつあ った時並びにイングラン ドが農業か ら製造業へ変
りつつあった時に起 ったのである。即 ち1773年には新穀





いたって根本方針は,国 内市場の価格が クォーター当 り
50s.未満の時輸入小麦に対 して重税(24s.3d)を課 し,
価 格が50sと54sの間に ある時には2s。6d.そして54s以上




の標準 を意味 していた。 しか し1793年か ら1801年迄の各
年 にはその法令は中止 され ざるを得な くなった。そ して
1795年か ら1796年の不作の年には,自 由なる輸入が認め
られ,そ して輸出が禁止されただけでな く,奨励金がそ
の国に齎 らされ る小麦に対 して支払われた俄,。
戦争中は価格は一様 に高か った。そ して戦争条件 は輸
入を大いに妨げた。 しか し戦争が終結 するや否や価格は
作 柄の優良性に応 じて急激に低落 した。今や国外の穀物
生産は急速に増大 した。従 って農民の間か ら,一 層効果
的な保護政策の要求が起 ってきた。つ まり,農 民は高い
戦争価格が平時 にも維持せ られ ることを希求 し,地 主は
高い地代水準の保持を要求 した。
従 って穀価をめぐる騒擾が必然的 に起 った。 そ れ は
1815年の穀物条令が通過 したことによって,一一層en化し
た。即 ち国内価格がiク ォ・一タP-一当 り80sかそれ以 下に
なった時小 麦の輸入を禁止 し,そ の価格以 ヒになると輸
入を 自由にするとい う穀物 条令だったか らであ る。 この
法令は1828年迄有効だ った。
しか しなが ら,輸 入の禁止は価格の下落 を防 ぎ得なか
った。それは改良耕法 と耕作地 の外延的拡大の下で生産
された農産物 は,概 して,増 大す る人 口の必要を充た し
て十分だったか らであ る。従 って1828年迄 この法令は各
方面か ら非難 を浴びた。ために この法令は税 の 屈 伸 法
(slidingscaleofduties)c16Jにとって代 られた。 つ
まり国内壷 」・麦の価格の高低につれて逆比例 して変 るも
のであ る。一一"」・ii是が1ク ォー ター73sかそれ 以上 にな
った時1sの 税が徴収 された。 そして価格の低落が66s
になる迄シ リング毎に税 はひ どく引上げ られ,そ れは遂
に20s8dにな った。1828年か ら1840年迄の時代はかな
り低い価格が記録されたが,し か し人口の増大は次第に
輸入の増大の必要 性を増 してい った。そ して1835年迄
小麦の価格は騰勢を続けその閲穀物税は余程の収入を得
た。 とか くするうちに,一 大アジティシ ョンは穀物条令
の一切の廃止 と食糧 の自由取引の確立に着手 した。時は
1839年だった。1
リチ ャー ド・コブデン(RichardCobden)とジ ョン
・ブライ ト(JohnBrlght)の指導 の下に,反 穀物条令
同盟が自由貿 易 の発祥地マンチェ ス ター(Manchest.
er)で発足 したc17'。同盟はその唯 一の目的である穀物
条令の撤廃を政浩手段 に訴えて実現 しようと図 った。又
彼等はその 目的達成を確実にす るために,あ らゆるアヅ
ゼ ールの方法を採用 し,且 つ出来得る最大限の資金 と,
撤廃賛成論者の世論の支援 と支持を仰 ぎ,撤 廃実現の彼
岸に向 って遽進 した。 ここに コブデ ン主義が形成され る
のである。そこには当然,一 方 では 「安価な食糧を」 と
い うスローガンを掲 げ,他 方では 「食糧を供給 する農民
の保護」をとい うス ローガンを掲 げた所謂食糧 をめ ぐる
一27一






























まった。 この斗争 はブランス共和国 とナポ レオンの死 の
斗争 と期 を同 じうして生起 し,し か もそれに よって一層
強化された。それはIluskissonの生 起か らPee1の没落
迄,ま さに自由貿易のための戦いにおける怒 りのスポ ヅ
トでもあった。1846年穀物条令廃 止の法令は消費者の勝
利 の喜びとそ してイングラン ドに 『消費は一 切の生産の
唯一の目的である』(Consumptioninthesoleendand
purposeofallproduction)とい うむずかしい財政hの
格 言の成就 をしるすことにな った。カン トリ・ぜソ トル メ
ンや農民達はいい意味 の斗志 を もやした。 しか し彼 等は
コプデン主義(cobdenism)の『独占,地 主の独占』とず う
ず うしく叫ぶ吟唱の前に挫折 してい ったのである」t19J。
か くしてい るうちに,食 糧の一大危機に逢着 した。即
ちアイルラソ ドにおける馬玲薯の大不 作による一大飢鐘 .
の出来であ った。 これが契機 となってアイル ラン ドへ の
食糧輸入を容易にするため,穀 物双引の一切の制限の巾
止 の事態の出現が必然的 となった。アイルラン ドに類 似
した天 災の可能性はイングラン ドに も起 った。 しか しイ
ングラン ドでは輸送費や輸送の困難の理由か ら国内生産

























































































































フエイは条令 に規定 され ている奨励金や関税 を国内産
穀物 の価格 との関係において表記的にとらえてい る ⑫ 。
クォらター当 り
1670年～1688年





























我 々は以上において17世紀の末葉か ら19世紀の上葉 に
か けて英国 の経済 ・社会の歴史を,就 中穀物条令 の歴史
酌 変遷 を,人 口や穀物の輸 出入の状態並びに穀価の有様
と共 にのぞいてきた。 ここにおいて,次 に英国農業の盛
衰に関係の深い一同面であ るエンクロージヤーを観察 し
なければな らない。 しか も穀物条命 との関係において。
エンクロージ ャー ・ムブメン トは交通機関 の発達 と急
速に拡大す る穀物市場のための穀物を生産する必要性か
ら,18世紀中葉の英国においては殆ん ど避けられなかっ
た。勿論エソクロージ ャー ・ムブメン トそのものはその
時 代よりもっと早 くか ら存在 していた。しか しそれの勢
いが激 しくなってきたのは18世 紀 も中葉 の頃か らだ っ
た。何故な らば,イ ソグラン ドとウエールズを例にとっ
'てみ ると,入 口は1700年には580万人,1740年には600万
入,1750年には620万入,1760年には660万人そ して1801
年 には910万入 と増大 していってお り《23',最後の数字は
ここでの奴 子の最大の しか も急速なる増加 を示 している
ように,1811ヒ紀中葉以後の人 口が急速に増大 しているか
らである。 しか るに1765年以後は,小 百姓,無 断借地人
(squatte!'),そして小地 主層が土地か ら次第に消滅 し
てい った,,しか しなが ら彼等の消滅の原囚はひとりエソ
クロージャ'一のみにあったとは言えないだろ う。併 し現
'実はエソクロージャーによって小 百姓,無 断借地人並 び
に 小地主は⊥地か ら追払 われたのであった。 しかしこれ
らのエン クロージャー ・ムブメソ トも反面 では農場 の大
ナ
きさを拡 尺す るのに役立った し,土地への投 資基金を保
,有してい る 置のみの農場耕作を可能に した し,そ のこと
によプ ⑪ ξ本は英国農業の重要 な役割を演 じる促進の一
喫機 と役ヒ1をになっていたのである。か くの如 く,た と
えバピソ ズがt2`,エyクロージ ャ・一が小百姓,無 断借
地人や極小地主の消滅によって生ず るものではない とい
って も,官 バLト が認めているよう に四,大 地主層や
富裕な借地 人や中小農民(YeomanFarmers)がエン
クロージャーか ら余程利益 を得 てい る問に,一 方大多数
の農民,就 中貧乏人の地位にある者は実質的に一層悪 く
なっていたことは否定できぬ事実 といえよう。
そ してこれ らの年代ておいて,囲 いこみが実質的に貢
献 した農業技術 の改善は1791年の条令の通 過 に あ る程
度 の役割 を演 じた。 しか しその法令の効果 も実責的には
穀物の高価格のために余 り効果はなかった。又エンクロ
ージ ャーの効果 をアシュ トンは 別の面か ら考察 して い
る。即ち囲いこみの効果は小麦,大 麦,ラ イ麦,及 びお
そ らくカラス麦にゆだね られた領域に迄広が っていた。
この ことは充分周知されてい ることである。 しか し荒蕪
地か或いは牧場か ら耕地 に転 じた土地は囲い込 まれたす
べての巾の高い割合を占めていたとは思 われない。従 っ
てあ りそ うに思 えることは1穀 物類(そ して特 に小麦)
の産 出量の増大が既耕 作 中の土地から生 じた。(26}そし
てアジ 三トソの言わんとしていることは,積 局的に耕地
の拡大が外延的に行なわれたのではなく,寧 ろ内延的に
行なわれたことに基因せ しめ ようとしている こ と で あ
る。同 じ観念の持主にはべネッ ト(M.K.Bennett)が
い るとアシュ トソはその書の中 で,ベ ネ ッ トが内延的拡
大が主であったと主張 していることを紹介 している。 こ
れに反 してエンクロージャーの効果が耕 作の外延的拡大
にあった と主張する入にブレンター ノがいる。彼は次の
ように主張 している。即 ち,耕 作 され る農地の数は年毎
に増加 した。更 に共 有地を耕作す るために,そ れ の囲い
こみは毎年増大 した。そしてその事は勿論農民自身を苦
境に陥し入れ る結 果になった。 しか し反面又その事 自体
は大地 主の農業を発展判別 し難 い程完全な ものへと導い
た。それ と同時に耕作は一層入念 とな りそ して一層生産
的 となったc27],と。
しか しイソグラソ ドの農村のすさまじい限 りの変化が
1815年迄 の殺物条令 に少 しの影響 も及ぼ さなか ったとは
いえども,諸 々の変化はその時代以後甚大な る効果を持
った筈 である。そ して穀物条令に よって農民達 が戦争価
格に等 しい価格を維持 しようと試みた時,エ ンクロージ
ャー ・ムブメン トによって土地を放逐 された今 では都市
のプ ロレタリアー トであ る過去の小百姓,小 地主等貧乏
であった中小農民は,農 業保護 の生産制度である穀物条
令の転覆に組す ることに よって,間 接的にエ ンクロージ
ャーの影響を穀物条令 に与えたのである。 しか し な が









士 の資格 をうけた〉を始め として,ヤ ング,ア ンダァス
ソ,マ ーシ ャル,ミ ドル トソ等がある。 これ らの人 々は
共 通 して穀物条令の賛成論者であった。中でもアンダァ
スンはその賛成論者の最右翼.に位せ しめ うる穀物 観を持
っていた。 しか も彼 は穀物条令論をめ ぐりて,ア ダム ・
ス ミスに対比 させ うる適格な論者'といえよ う。勿論穀物
条 令・論を展開 した農学 者,経 済学者並びに諸 々の歴 史家
は数多かった。 しか しアングァスソは農学者であ り且つ
経済学者であって,し か もス ミスと同時代 の論者であ り
爾且つス ミスの穀物 条令論 を批判 してい る論者 とい う点
か ら,そ してス ミスが穀物条令反対論者lPの最右翼の如
く考 えられている点から言 って,他 に比類 をみない ここ
での理論分析 の対象 として適切なる論者 と考え られる点
か らしてここに敢 えて取 りあげた。
穀物条令 の賛成論者と して,アダム・ス ミスが注 目して
いる者の中には,チ ャー レス ・スミス(CharlesSmith)
が いることを,彼 はその 「国富論』の著 漠の中でかいて
い る。チ ャーレス ・スミスの 『穀物論』は余 りにも良 く
知 られている。彼は穀物条令を該書の中で熱心に是認 し
てい る。.
バーソズはス ミスの穀物条令論,就 中 「奨励金論」を




奨励金が順 当に働 らき出した1689年か ら1765年の時代 よ
りも高か った。1765年以後は小麦の価格 も異常に高騰 し
従 って奨励金が授与 され ることも稀であった。 しか しな
が ら,1689年から1765年の問の穀価 の低位の原因が,実
際奨励金 にもとず くものであろうか?
アソダ ァスシは この世紀における穀価の騰落 の趨勢を
即ち18世紀 の前半の不断 の穀価の下落 とその世紀 の後半
の不断の穀価の高騰,と ゴ面的趨勢を把握 して,そ の穀
価の趨勢の原因を,未 曾有 の不作 とか豊作を別 と す れ
ば,殆 ん どすべて穀物条令に帰 している。
彼 は18世紀における英国 の人 口動態を把握 して,「人
口の増大は世紀<18世紀一N>の 後半 もその前半 も殆ん
ど同 じ速度であった⑳ 。」 だがしか し 「若 し人口の増大
が穀価に及ぼす一切 の影響 とこの国の生産性とを持つ と
仮定するな らば,そ れは世紀のすぺ ての間,同 じ効果を
持つのが当然である。そ して唯一の相違は結果 としてそ
の世紀の前 よ りも後の方が より大きな速度であったに違
いない。私は………その世紀の最初 の部分,即 ち1700年
か ら1750年の間 に小麦1ク ォータ 一ー・当 り2ポ ソ ド18sld
から1ボ ンK12s6dへ と漸 次に低落す るように,価 格
の規則的且つ漸進的低落 があ り,そ してその世紀の最後
の部分,即 ち1750年か ら1800年の間に,殆 んど規則的に
小麦は1ク ォ'一タ・・当 り1ポ ン ド12s6dから5ポ ン ド
tOsへの価格の漸進的騰貴があったことを知っているb
ここでの結果は同 じものではない。そ して程度 の差異の
みな らず,各 々他 に対 して止反対 の性質のものであ る。
(29'」即 ち穀価 の変動を二面的に観察 している。 この二面
的把握は,ス ミスにはない。 この二面的把握 こそ彼の穀
物条令の効果を力説する基礎 とな り確 信となってい る点
に,彼 の観察 として重要性が あるのである。
そ して彼は同 じような二面的把握は小麦の翰 出量 と輸
入量について も行なわれ る。「第一の部分<17(X)年一1750
年一N>で は輸出が一定 して輸入を超過 してお り,そ し
て第二の部分<1750年一1800年一N>で は一定 して輸入
が輸 出を超過 している 《3m。」「更に観察 し得 ることは,輸
入をこえる輸 出の超過は この期間の始めの方 では極 めて
小 さく,規 則的漸進においてそれが最高の高 さに達 した
1750年になるまで,漸 次増大 し続け,そ の時以後輸 出の
差額は減少 し始め,そ して間 もな く反対の方向に進 んで
いった。輸出が輸入を超える時,最 初僅かな量 で徐々に
進 んでいった ところでは,説 明の反対側においても,そ
れが以前 に増大 してい った如 く増大 してい っ た。 しか
しその増大は以前よ りも遙かに一層急速なる前進で もっ
て,そ して遙 かに大 きな量に増大 してい った(3n。」
彼は これを もっぱ ら人口の増大の結果のみ だ と しな
い。原因 は別 にもある。即 ち人 口の増大 の結果 のみだと
する意見に彼 が反対する要件 は,「人 口の増大c32)」,「シ
ーズンの変化 《33ハ」,「穀物 の価ea(34;」,である。けだ しそ
の三要件 は18世紀の前半 も後半 も同様に働いていた もの
だからである。従 って買 占入,仲 買人,戦 争,不 良天候
及びその他の諸酔情,こ れ らが ・(35)かか る結果を導いた
のでもないと主張 している。
ではかかる二面的な穀価の変動,二 面的な輸出入の変
動を惹起 した直接 の原因は何かそして唯 一の原因 と目さ
れ るものは何 かそれはほかで もない,「i殼物 条fit36,」で
あ る。そ して間接的な原因に言及 してい る。 「私は,他
の諸原因が影響を しか も亦強力 な影響 を これ く穀物条
令一N>と 共 同 して持つことを知 ってい る◇ しか し他 の
それらの原因がひ とりで作用す る時は表が表示するく即































































































酉 山 久 徳
その価格がそれの投下資本を,資本の普通の利潤を伴な

































































































































3.「 オ レ ン ジ 公Williamは1688年11月 にTorbayに 上 陸
した 。.WilliamとMaτy}‡1689年2月15に布 告 した 。 彼 ら
の 治 世 の 最 初 の 年,'所 謂,彼 等 の 最 初 の 「王 』 の 年 は,従
っ て1689年2月131」か ら1690年2月12日 迄 継 続 した 。1689
、
年4月24口 に 王は 『穀 物 の輸 出 を奨 励 す るた めの 法 令』 に
同意 した。1689年2月13日の旧 制度 の 下 では,1688年2月
12日で あ った。 そ して1690年の2月12Nは1689年の2'月12
日であ った 。 何故 な らば1752年迄,イ ング ラ シ ドの 法 律年
は外 国及 び スコ ッ トラ ン ドの慣 例 に 対比 して,5月25日 迄
・に終 らなか っ たか らで あ る。 そ れ はGeO.2世の第24年、法
律 第23条に よ って 廃1ヒされ,そ して 同時 に 法律 第23条は ユ
リゥ ス暦 の12日の 誤謬 を 訂正 した。
「た とえ1689年の4月 に通過 した にせ よ、そ の法 律はWi1
!iamとMaryの 第1年 法律 第12条(1688年)として 『英
国法 令年 表』 に記 載 され てい る一 何 故 な らば,議 会 の開 会
が1688年に ふ るい ス タイルで始 ま ったか らで あ る。jFay,
C,R.oP.cit.P.12footnote,
































































































西 山 久 徳
'彼
の.ヒ地観というものは次のようなものである。 「即 ち こ
こにある如くおかれた国では,白然的では稀有な肥沃度の
状態にないいずれの小量の土壌も,人 間の勤勉にょれば,















'の 能 力 に 限 界 を 附 され 得 な か




こ の と こ ろ で 、 彼 ア ンダ ァ ス ンは 、 人 ロ の 増 大 に 比 例 し て
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